
福島市職員
ひとり１改善・１改革運動
「かえるチャレンジ」

令和７年年間賞
受賞一覧



１ 年間
かえる大賞

財務会計事務の効率化
（少額随契の兼命令化ほか）

〈取組内容〉
10万円未満の物品調達発注について、財務規則及び事務決裁規定を改正

し、支出負担行為伺書兼支出命令書へ変更した。また、委任検収の方法に
ついても簡素化し、物品の発注についても業者選定条件を緩和した。

〈効果〉
・作成する財務帳票や、審査や合議、送達業務が削減された。
・年間6,776時間の削減、人件費 13,552,000円削減された。



本庁・出先拠点を接続する基幹ネット
ワークの次世代化

２ 年間
かえる賞

〈取組内容〉
旧世代の契約から基幹ネットワーク光回線の導入により通信品質向上、

災害耐性の強化、セキュリティの強化を図った。

〈効果〉
・月額の回線使用料、業務委託料が削減された。
・柔軟なネットワーク構成が可能となった。
・ネットワークの安全性が向上し、災害時の通信環境も強化された。



福島市防霜対策本部の一連の
業務をICT化

〈取組内容〉
遅霜による農作物被害を防止するため、農地での温度観測や農家への対
策指示、関係各所への報告等、夜間に対応していたものが温度観測システムを
更新することで自動化された。(導入はJA。市は更新費用の助成を行った。)

〈効果〉
・自動化によって市やJAの夜間業務が削減された。
・多方面と連携することで相互の効率化が図られ、業務負担が軽減された。
・農家はアプリで温度確認やJAからの連絡や報告ができるようになった。

３
事務効率化
部門
優秀賞



庁舎内広告掲載による自主財源の確保

〈取組内容〉
１階のエレベーターの外扉４か所、市民課窓口上部壁面５か所を広告枠
として設置事業者を募集した。

〈効果〉
・広告枠買取料 として年間1,900,800円の収入増となった。
・民間事業者の事業活動を促進、地域経済の活性化も図ることができた。

４
経費節減
部門
優秀賞



小児慢性特定疾病医療費支給認定更新
手続きの簡便化

〈取組内容〉
申請手続きの不備や待ち時間を改善するため、案内を冊子化し、見やす

く整理した。オンライン申請と予約制を導入した。

〈効果〉
・不備や問い合わせが減少し、受給者証を円滑に発行できようになった。
・記入、印刷業務を削減し、来庁者の滞在時間も短縮した。

５
市民サービス
向上部門
優秀賞



捨てていた本がお金になった
～～除籍本有償頒布会～～

〈取組内容〉
図書館では毎年２万冊の除籍本を古紙として搬出していた。まだ読める
本ではあるが、透明カバー付きのため買取価格は０円だった。
図書ボランティアの会に無償譲渡し、会が１冊１００円で販売。収益
で図書館へ本を寄贈する旨の協定を結び「除籍本有償頒布会」を開催した。

〈効果〉
・出品冊数約２,０００冊、来場者数５８０名。
・販売冊数１,４５０冊、売上金額１４５千円。
・図書館で本を選書し、８８冊寄贈いただいた。

６
発想･オリジナ
リティ部門
優秀賞
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